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海外労働事情

　

七
月
下
旬
か
ら
二
カ
月
以
上
に
わ
た
っ
て

攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
米
国
三
大
自

動
車
メ
ー
カ
ー
と
全
米
自
動
車
労
組
（
Ｕ
Ａ

Ｗ
、
ボ
ブ
・
キ
ン
グ
会
長
、
約
三
九
万
人
）

と
の
労
働
協
約
改
定
交
渉
は
、
一
〇
月
ま
で

に
す
べ
て
決
着
し
た
。
四
年
前
に
行
わ
れ
た

前
回
の
交
渉
（
二
〇
〇
七
年
）
で
は
、
ゼ
ネ

ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ（
Ｇ
Ｍ
）と
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

で
ス
ト
ラ
イ
キ
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
交
渉

が
行
き
詰
ま
る
場
面
も
み
ら
れ
た
が
、
今
回

の
交
渉
で
は
、
ボ
ー
ナ
ス
へ
の
配
分
の
重
点

化
な
ど
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
も
会
社
の
競
争
力
維
持

を
最
大
限
に
配
慮
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
た
。

Ｇ
Ｍ
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
経
営
破
た
ん
を
契

機
に
、
各
国
メ
ー
カ
ー
間
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競

争
激
化
の
波
は
、
労
働
組
合
の
成
果
配
分
方

式
ま
で
も
飲
み
込
み
つ
つ
あ
る
。
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□　
　
　
　

□

　

米
国
の
三
大
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
Ｇ
Ｍ
、

フ
ォ
ー
ド
、そ
し
て
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
。三
社
は

と
も
に
、
本
社
を
デ
ト
ロ
イ
ト
や
そ
の
周
辺

に
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
称
で
「
デ
ト

ロ
イ
ト
・
ス
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
。
Ｇ
Ｍ
は

世
界
シ
ェ
ア
で
ト
ヨ
タ
と
一
、二
位
を
争
う
。

　

デ
ト
ロ
イ
ト
・
ス
リ
ー
の
各
社
と
Ｕ
Ａ
Ｗ

は
四
年
間
の
労
働
協
約
を
締
結
し
て
お
り
、

四
年
に
一
度
、
そ
の
改
定
交
渉
を
行
う
。
労

働
協
約
は
、
各
工
場
で
の
生
産
や
増
資
に
関

す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
組
合
員
の
時
給
額
、

ボ
ー
ナ
ス
、
休
日
、
職
務
区
分
や
医
療
保
険

な
ど
、
そ
の
内
容
は
基
本
的
な
労
働
条
件
か

ら
福
利
厚
生
（
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
）
ま
で
多
岐

に
わ
た
る
。
労
働
条
件
の
根
幹
が
、
四
年
に

一
度
の
こ
の
場
で
決
す
る
だ
け
に
、
協
約
改

定
交
渉
は
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
と
り
極
め
て
重
要
な
イ

ベ
ン
ト
だ
。

◆
今
回
は
ス
ト
な
し
の
な
か
で
の

交
渉

　

今
回
の
交
渉
は
、
米
国
内
で
は
当
初
か
ら
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
特
別
な
意
味
を
持
つ

交
渉
に
な
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
デ
ト
ロ

イ
ト
・
ス
リ
ー
の
う
ち
、
Ｇ
Ｍ
と
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
は
二
〇
〇
九
年
、
連
邦
破
産
法
第
一
一

条
（
チ
ャ
プ
タ
ー
・
イ
レ
ブ
ン
）
を
申
請
し
、

連
邦
政
府
に
救
済
（
ベ
イ
ル
・
ア
ウ
ト
）
さ

れ
た
。
そ
れ
以
降
、
労
使
で
協
約
改
定
交
渉

を
持
つ
の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
九
年
、
二
社
が
政
府
に
よ
る
救
済

を
受
け
た
こ
と
で
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
最
初
か
ら
制

約
条
件
を
抱
え
て
交
渉
に
臨
む
こ
と
を
強
い

ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
ま
ず
、
会
社
の
競
争

力
を
阻
害
す
る
よ
う
な
労
働
条
件
を
求
め
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
。

　

Ｇ
Ｍ
と
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
救
済
時
、
連
邦

政
府
は
、
労
働
コ
ス
ト
の
高
さ
が
二
社
の
経

営
の
足
を
引
っ
張
っ
た
要
因
の
一
つ
だ
と

結
論
づ
け
た
。
救
済
の
実
現
と
引
き
替
え

に
、
連
邦
政
府
は
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
対
し
、
労
働
コ

ス
ト
を
日
本
な
ど
の
外
国
メ
ー
カ
ー
並
と
す

る
「
譲
歩
」
を
要
求
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
こ
れ
を
受

け
入
れ
、
二
〇
〇
七
年
に
締
結
し
た
当
時
の

労
働
協
約
を
一
部
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
救
済
の
恩
を
仇
で
返
す
よ
う
な
要
求
は

で
き
な
い
と
の
認
識
は
、
交
渉
前
か
ら
Ｕ
Ａ

Ｗ
内
外
で
共
通
し
て
い
た
。

　

も
う
一
つ
の
制
約
条
件
は
、
い
わ
ゆ
る

「
ノ
ー
・
ス
ト
ラ
イ
キ
条
項
」
の
存
在
で
あ
る
。

こ
れ
も
、
二
〇
〇
九
年
の
「
譲
歩
」
の
な
か

で
Ｇ
Ｍ
と
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
協
約
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
二
〇
一
五
年
ま
で
、

賃
上
げ
な
ど
労
働
条
件
の
改
善
に
関
し
て
労

使
交
渉
が
解
決
し
な
い
場
合
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
ス

ト
ラ
イ
キ
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ

の
結
論
を
第
三
者
に
よ
る
強
制
的
仲
裁
（
バ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ア
ー
ビ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
）

に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
交
渉
の
行
方
を
複
雑
に

し
た
の
が
デ
ト
ロ
イ
ト
・
ス
リ
ー
の
業
績
の

急
回
復
だ
っ
た
。
Ｇ
Ｍ
は
、
二
〇
一
〇
年
の

純
利
益
ベ
ー
ス
で
す
ぐ
に
黒
字
を
取
り
戻
し
、

フ
ォ
ー
ド
も
最
近
の
毎
四
半
期
で
は
二
〇
～

三
〇
億
㌦
台
の
黒
字
を
た
た
き
出
し
て
い
る
。

現
場
組
合
員
に
は
、
大
き
な
成
果
配
分
を
獲

得
で
き
る
と
の
期
待
が
否
応
な
く
高
ま
っ
て

い
た
。

◆
予
想
外
に
Ｇ
Ｍ
が
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー

　

前
協
約
が
失
効
す
る
日
付
は
九
月
一
四
日
。

そ
の
一
カ
月
以
上
前
の
七
月
二
七
日
、
交
渉

の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

　

Ｕ
Ａ
Ｗ
は
協
約
改
定
交
渉
で
は
、
三
社
の

な
か
で
業
績
の
良
い
会
社
を
交
渉
の
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
に
据
え
、
好
結
果
を
導
き
だ
し
、

そ
の
結
果
を
残
り
の
二
社
に
波
及
さ
せ
る
パ

タ
ー
ン
セ
ッ
タ
ー
方
式
を
交
渉
戦
略
と
し
て

採
用
す
る
。
Ｇ
Ｍ
は
か
な
り
業
績
が
回
復
し

た
と
は
い
え
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
と
同
様
、「
救

済
」企
業
で
あ
る
。そ
の
た
め
、当
初
は
、堂
々

と
成
果
配
分
を
主
張
で
き
る
フ
ォ
ー
ド
が
交

渉
の
先
陣
を
切
る
と
地
元
マ
ス
コ
ミ
で
も
予

想
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
は
予
想
に

反
し
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
最
初
の
交
渉
対
象
と
し
て

指
名
さ
れ
た
の
は
Ｇ
Ｍ
だ
っ
た
。

◆
Ｇ
Ｍ
で
は
終
始
、
労
使
協
調

ム
ー
ド

　

前
例
の
な
い
友
好
的
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
だ
っ
た
。
二
七
日
、
Ｇ
Ｍ
自
慢
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
「
シ
ボ
レ
ー
・
ボ
ル
ト
」

米国自動車メーカー、デトロイト・スリーと
ＵＡＷが新労働協約を締結

――賃 上 げ 抑 制 時 代 の 本 格 到 来――

<Focus>
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を
生
産
す
る
デ
ト
ロ
イ
ト
市
内
の
ハ
ム
ト
ラ

ミ
ッ
ク
工
場
で
、
Ｇ
Ｍ
の
ア
カ
ー
ソ
ン
Ｃ
Ｅ

Ｏ
と
キ
ン
グ
Ｕ
Ａ
Ｗ
会
長
、
ア
シ
ュ
ト
ン
Ｕ

Ａ
Ｗ
副
会
長
（
Ｇ
Ｍ
担
当
）
ら
が
に
こ
や
か

な
表
情
を
浮
か
べ
同
席
し
た
。

　

ア
カ
ー
ソ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
わ
れ
わ
れ
は
勝

利
す
る
た
め
に
プ
レ
ー
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

と
も
に
挑
戦
を
続
け
て
く
れ
て
い
る
従
業
員

（
組
合
員
も
組
合
員
以
外
も
）
を
信
頼
し
て

い
る
。
さ
ら
に
新
し
い
信
頼
関
係
を
築
き
上

げ
、
会
社
の
競
争
力
を
高
め
て
い
こ
う
」
と

ス
ピ
ー
チ
。
キ
ン
グ
会
長
は
「
今
回
の
交
渉

は
、
組
合
員
が
必
要
と
す
る
も
の
だ
け
で
な

く
、
最
高
の
車
を
作
り
つ
づ
け
て
い
く
た
め

に
必
要
な
こ
と
も
中
心
テ
ー
マ
だ
」
と
応
え

た
。

　

Ｇ
Ｍ
で
の
労
使
交
渉
は
、
こ
の
友
好
的
な

ム
ー
ド
を
維
持
し
た
よ
う
に
展
開
し
、
協
約

の
失
効
日
は
や
や
過
ぎ
た
も
の
の
、
九
月

二
〇
日
、
会
社
と
Ｕ
Ａ
Ｗ
本
部
が
仮
合
意
に

達
し
た
。
最
終
批
准
す
る
た
め
の
職
場
投
票

で
は
、
生
産
ラ
イ
ン
に
従
事
す
る
組
合
員
の

六
五
％
が
賛
成
票
を
投
じ
た
。

　

な
お
、
デ
ト
ロ
イ
ト
・
ス
リ
ー
と
Ｕ
Ａ
Ｗ

と
の
協
約
改
定
交
渉
で
は
、
会
社
と
の
直
接

交
渉
に
あ
た
る
「
中
央
交
渉
委
員
会
」（
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
）

と
会
社
が
合
意
に
達
し
た
だ
け
で
は
協
約
成

立
と
は
な
ら
な
い
。
中
央
交
渉
委
と
は
、
支

部（
ロ
ー
カ
ル
）か
ら
選
出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー

（
支
部
委
員
長
な
ど
）で
構
成
す
る
交
渉
チ
ー

ム
で
あ
る
。
会
社
と
中
央
交
渉
委
で
仮
合
意

し
た
新
協
約
案
は
、
支
部
レ
ベ
ル
で
の
組
合

員
の
批
准
投
票
に
か
け
ら
れ
る
。
全
組
合
員

の
過
半
数
の
同
意
が
得
ら
れ
て
は
じ
め
て
成

立
し
た
こ
と
に
な
る
。

◆
Ｇ
Ｍ
ボ
ー
ナ
ス
合
計
は
１
万
ド

ル
以
上

　

Ｇ
Ｍ
の
次
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
た
の
は

フ
ォ
ー
ド
だ
っ
た
。
フ
ォ
ー
ド
の
交
渉
で
は

一
〇
月
四
日
に
会
社
と
の
仮
合
意
に
達
し
、

一
九
日
に
ラ
イ
ン
従
事
者
の
六
三
％
の
賛
成

で
批
准
し
た
。

　

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
で
は
一
二
日
に
仮
合
意
に

達
し
、
二
六
日
に
批
准
。
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
で

は
、
ラ
イ
ン
従
事
者
と
熟
練
区
分
組
合
員
全

体
で
み
れ
ば
賛
成
率
は
五
四
・
七
五
％
だ
っ

た
が
、
熟
練
区
分
だ
け
で
み
る
と
賛
成
率

（
四
四
・
四
一
％
）
は
反
対
率
を
下
回
っ
た
。

　

三
社
で
労
使
が
合
意
し
た
新
協
約
の
主
な

内
容
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
各
社
と
も
多

様
な
ボ
ー
ナ
ス
の
支
給
が
盛
り
込
ま
れ
た
の

が
特
色
だ
。
Ｇ
Ｍ
で
は
、
協
約
を
批
准
し
た

場
合
の
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
、五
〇
〇
〇
㌦（
労

働
者
一
人
当
た
り
）
を
支
給
。
ま
た
、
物
価

上
昇
分
に
対
応
す
る
性
格
を
持
つ
一
時
金
と

し
て
、
二
〇
一
二
年
、
一
三
年
、
一
四
年
の

各
六
月
に
一
〇
〇
〇
㌦
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

製
品
の
品
質
向
上
に
対
す
る
組
合
員
へ
の

対
価
と
し
て
の
ボ
ー
ナ
ス
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

品
質
向
上
の
一
定
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
達
成
す

る
と
、
組
合
員
は
二
〇
一
一
年
～
一
四
年
ま

で
の
一
二
月
に
そ
れ
ぞ
れ
二
五
〇
㌦
を
手
に

す
る
。

　

Ｇ
Ｍ
も
含
め
、
三
社
の
新
協
約
で
の
最
大

の
柱
は
、
会
社
利
益
に
基
づ
く
ボ
ー
ナ
ス
の

算
定
式
の
見
直
し
だ
。
三
社
と
も
、
前
協
約

ま
で
利
益
の
ベ
ー
ス
は
「
米
国
」
と
な
っ
て

い
た
が
、
算
定
ベ
ー
ス
を
「
北
米
」
に
広
げ

た
。
ま
た
、
用
い
る
利
益
は
公
表
ベ
ー
ス
の

数
字
と
し
、
算
定
式
も
単
純
化
さ
れ
、
組
合

員
へ
の
透
明
性
が
高
く
な
っ
た
。
Ｇ
Ｍ
で
は
、

表　デトロイト・スリーの新労働協約の概要

 ゼネラル・モーターズ（GM）
組合員数＝4万8,000人

フォード（Ford Motor Company）
組合員数＝4万1,000人

 クライスラー（Chrysler）
組合員数＝2万6,000人

◇協約を批准した場合に支給され
るボーナス（Settlement Bonus）

◇協約を批准した場合に支給され
るボーナス（Settlement Bonus）

◇協約を批准した場合に支給され
るボーナス（Ratification Bonus）

5,000ドル 6,000ドル(1年以上勤務者。1年未
満勤務者は5,000ドル）

まず1,750ドルが支給された上で、
その後、業績が一定の水準を達成
した際にまた1,750ドルを支給す
る

◇品質向上を達成した場合に支給
されるボーナス
（Quality Performance Bonus）

◇会社の競争力への貢献に対する
ボーナス（Competitive Bonus）

◇組合員のパフォーマンスに対す
るボーナス
（Performance Bonus）

2011年～2014年の各12月に250ド
ルを支給（4年間の合計で1,000ド
ル）

2014年まで毎年12月に250ドルを
支給（4年間の合計で1,000ドル）

2012年～2015年の各6月に500ドル
を支給（4年間の合計で2,000ドル）

◇会社利益に応じて支給される
ボーナス（Profit Share）

◇会社利益に応じて支給される
ボーナス（Profit Share）

◇品質向上に対するボーナス
（Quality Bonus）

2012年～2015年の各3月に支給さ
れる。一定の算式によって金額を
決定。北米での利益がベース。算
式上の最大額は12,000ドル。2012
年3月の支給額は、2011年度上期
の利益ですでに35億ドルを記録し
ていることから、3,500ドル以上
となる

2011年11月に11年度上期分、2012
年3月に11年度下期分を支給し、
13年から15年までは各3月に各年
度分を支給。算式は、北米での利
益をベースとし、利益100万ドル
につき1ドル（労働者一人あたり）
をボーナスとする。これに基づく
と、2011年度上期のボーナスは一
人平均で3,752ドルに達する見通
し

2012年～15年まで毎年、500ドル
を 支 給（4年 間 の 合 計 で2,000ド
ル）。UAWとの協議の上、会社が
策定する指標の達成度合いによ
り、最大1,000ドルまで支給可能

◇一時金（Lump Sum） ◇一時金（Lump Sum） ◇会社利益に応じて支給される
ボーナス（Profit Share）

2012年～2014年の各6月に1,000ド
ルを支給（3年間の合計で3,000ド
ル）

2012年～2015年の各6月に1,500ド
ルを支給（4年間の合計で6,000ド
ル）

2012年～2015年の各3月に支給さ
れる。クライスラーの世界べース
の利益の85％を北米での利益が占
めることから、 世界利益の85％の
数字をもとに金額を算出する。算
式上の最大額は12,000ドル。算式
は、おおよそ利益100万ドルにつ
き1ドル（労働者一人あたり）

◇時給 ◇時給 ◇時給

Entry-Level worker (2nd Tier 
worker)の時給について、現行の
約14～約16ドルから15.78ドル～
19.28ドルに賃上げ

Entry-Level worker (2nd Tier 
worker)の時給について、現行の
15.51ドルから15.78ドル～19.28ド
ルに賃上げ

Entry-Level worker (2nd Tier 
worker)の時給について、現行の
14.65ドルを15.78ドル～19.28ドル
に賃上げ

筆者作成
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利
益
配
分
の
ボ
ー
ナ
ス
は
二
〇
一
五
年
ま
で

毎
年
三
月
に
支
給
さ
れ
る
。

　

Ｇ
Ｍ
の
場
合
、
二
〇
一
一
年
で
は
上
半
期

だ
け
で
三
五
億
㌦
の
利
益
が
確
定
し
て
い
る

た
め
、算
定
式
に
し
た
が
い
三
五
〇
〇
㌦（
一

人
あ
た
り
）
以
上
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
五
年
ま
で
に
支
給
さ
れ
る
す
べ

て
の
ボ
ー
ナ
ス
を
合
計
す
る
と
、
金
額
が

未
定
の
二
〇
一
三
年
～
一
五
年
の
利
益
配

分
ボ
ー
ナ
ス
を
除
い
て
も
、
一
人
あ
た
り

一
万
二
五
〇
〇
㌦
（
一
㌦
八
〇
円
と
す
る
と

一
〇
〇
万
円
）
に
達
す
る
規
模
だ
。

◆
Ｇ
Ｍ
を
上
回
る
フ
ォ
ー
ド
の

ボ
ー
ナ
ス

　

二
〇
一
〇
年
の
純
利
益
で
Ｇ
Ｍ
を
凌
ぐ

フ
ォ
ー
ド
の
ボ
ー
ナ
ス
の
合
計
額
は
、
額

が
定
ま
ら
な
い
二
〇
一
一
年
下
半
期
分
～

二
〇
一
五
年
ま
で
の
利
益
配
分
ボ
ー
ナ
ス
を

除
い
て
も
一
万
六
七
五
二
㌦
に
達
す
る
。

　

フ
ォ
ー
ド
の
場
合
は
、
北
米
で
の
利
益

一
〇
〇
万
㌦
あ
た
り
一
㌦
（
一
人
あ
た
り
）

と
い
う
算
式
と
し
た
。
仮
に
二
〇
一
二
年
以

降
、
毎
年
五
〇
億
㌦
の
利
益
を
フ
ォ
ー
ド
が

確
保
す
る
な
ら
ば
、
組
合
員
は
利
益
配
分

ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
さ
ら
に
二
万
㌦
を
得
る
。

　

一
方
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
い
ま
だ
経
営
再

建
の
途
上
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
二
社
に

比
べ
ボ
ー
ナ
ス
総
額
は
抑
制
さ
れ
た
結
果
と

な
っ
た
。

　

組
合
員
へ
の
成
果
配
分
と
し
て
ボ
ー
ナ
ス

の
充
実
化
が
推
し
進
め
ら
れ
た
の
は
、
硬
直

的
な
労
働
コ
ス
ト
の
増
大
を
回
避
し
な
が
ら
、

組
合
員
の
金
銭
的
期
待
に
応
え
る
最
良
の
策

だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

ミ
シ
ガ
ン
州
ア
ナ
ー
バ
ー
に
あ
る
自
動

車
産
業
専
門
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、「C

enter 

for A
utom

otive R
esearch

」
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
各
メ
ー
カ
ー
の
時
間
あ
た
り
労
働

コ
ス
ト
は
、
Ｇ
Ｍ
で
五
六
㌦
、
フ
ォ
ー
ド
で

五
八
㌦
と
な
っ
て
お
り
、
ト
ヨ
タ
の
五
五
㌦

と
か
な
り
接
近
し
て
き
た
。
今
回
の
協
約
改

定
で
は
、
一
般
の
組
合
員
の
時
給
引
き
上
げ

は
見
送
ら
れ
た
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
要
求
す
ら
し
な

か
っ
た
可
能
性
も
高
い
。

　

た
だ
、
時
給
に
関
し
て
ま
っ
た
く
交
渉
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
通
常
の
組

合
員
の
時
給
引
き
上
げ
は
見
送
っ
た
が
、
エ

ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル
従
業
員
と
呼
ば
れ
る
組
合

員
の
み
、
時
給
引
き
上
げ
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

◆
エ
ン
ト
リ
ー
の
時
給
は
最
大
19

ド
ル
に

　

二
〇
〇
七
年
の
労
働
協
約
で
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
は

は
じ
め
て
、い
わ
ゆ
る
「
二
段
階
賃
金
方
式
」

（2 T
ier w

age system

）
の
導
入
を
容
認

し
た
。
こ
の
方
式
で
は
、
〇
七
年
協
約
締
結

以
降
に
新
規
に
採
用
し
た
組
合
員
（
＝
エ
ン

ト
リ
ー
レ
ベ
ル
従
業
員
）
に
は
、
従
来
か
ら

勤
務
し
て
い
る
組
合
員
よ
り
も
安
い
時
給
水

準
を
あ
て
は
め
る
。
労
働
コ
ス
ト
を
抑
制
す

る
か
わ
り
に
既
存
組
合
員
の
雇
用
を
守
る
の

が
同
方
式
の
狙
い
だ
。

　

だ
が
、
組
合
運
動
的
に
は
同
方
式
は
課
題

を
抱
え
る
。
例
え
ば
、
工
場
で
同
じ
組
み
立

て
ラ
イ
ン
で
働
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

組
合
員
の
間
で
、
協
約
以
降
に
入
社
し
た
か
、

あ
る
い
は
、
以
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る
か
の

違
い
だ
け
で
、
時
給
水
準
で
二
倍
の
格
差
が

つ
く
か
ら
だ
。

　

従
来
か
ら
の
Ｕ
Ａ
Ｗ
組
合
員
の
時
給
は
お

よ
そ
三
八
㌦
程
度
。
し
か
し
、
エ
ン
ト
リ
ー

従
業
員
の
時
給
は
Ｇ
Ｍ
で
一
四
㌦
～
一
六
㌦

で
、
フ
ォ
ー
ド
で
は
一
五
㌦
台
に
と
ど
ま
る
。

同
方
式
に
対
す
る
批
判
は
、
組
合
員
の
間
で

以
前
か
ら
く
す
ぶ
っ
て
い
た
。

　

新
協
約
で
Ｕ
Ａ
Ｗ
は
、
こ
れ
ら
エ
ン
ト

リ
ー
従
業
員
の
四
㌦
程
度
の
時
給
引
き
上
げ

を
獲
得
。
三
社
す
べ
て
で
、
勤
続
を
重
ね
れ

ば
最
大
で
一
九
・
二
八
㌦
ま
で
時
給
が
ア
ッ

プ
す
る
内
容
を
得
た
。

　

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
、
三
社
の
な
か
で
エ
ン

ト
リ
ー
従
業
員
を
も
っ
と
も
多
く
抱
え
、
現

在
一
二
％
の
労
働
者
は
同
レ
ベ
ル
で
占
め

る
。
同
社
は
エ
ン
ト
リ
ー
レ
ベ
ル
の
上
限
を

二
五
％
と
〇
七
年
協
約
で
定
め
た
が
、
〇
九

年
の
救
済
の
際
に
、
二
〇
一
五
年
ま
で
と
い

う
時
限
措
置
で
そ
の
上
限
を
撤
廃
し
た
。
交

渉
の
な
か
で
ク
社
の
マ
ル
キ
オ
ン
ネ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
、
一
五
年
以
降
も
上
限
を
撤
廃
す
る
よ
う

強
く
主
張
し
た
が
、
そ
こ
は
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
は
ね

つ
け
た
。
交
渉
後
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、

マ
ル
キ
オ
ン
ネ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
二
二
㌦
ま
で
の
賃

上
げ
を
ち
ら
つ
か
せ
た
と
い
う
。

◆
３
社
合
わ
せ
て
１
万
人
以
上
の

新
規
雇
用

　

も
う
一
つ
、
今
回
の
交
渉
で
Ｕ
Ａ
Ｗ
が
重

要
視
し
た
の
は
「
雇
用
」
の
拡
大
だ
。

　

Ｇ
Ｍ
は
〇
九
年
七
月
の
経
営
破
た
ん
以

来
、
国
内
で
四
六
億
㌦
の
新
た
な
投
資
を
実

施
し
、
一
万
一
八
〇
〇
人
分
の
雇
用
を
創
り

出
し
て
き
た
。
新
協
約
で
は
さ
ら
に
、
新
た

に
二
五
億
㌦
分
の
工
場
へ
の
投
資
を
実
施
し
、

六
四
〇
〇
人
分
の
雇
用
を
維
持
・
創
出
す
る

こ
と
を
確
約
し
た
。

　

例
え
ば
、
テ
ネ
シ
ー
州
の
ス
プ
リ
ン
グ

ヒ
ル
工
場
で
は
、
も
と
も
と
メ
キ
シ
コ
で

生
産
し
て
い
た
中
型
車
の
生
産
を
移
管
し
、

一
七
一
〇
人
分
の
雇
用
を
生
み
出
す
。
ミ
シ

ガ
ン
州
の
ウ
ォ
レ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
工
場
で
は
、

メ
キ
シ
コ
で
生
産
し
て
い
た
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
製
造
を
新
た
に
受
け
入
れ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
三
六
〇
人
分
の
雇
用
が
生
ま
れ
る

と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
内
容
に
キ
ン
グ

会
長
は
、
こ
れ
に
よ
り
「
雇
用
を
必
要
と
し
、

悲
惨
な
状
況
に
あ
っ
た
地
域
社
会
に
何
千
人

分
も
の
新
規
雇
用
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、
メ

キ
シ
コ
な
ど
海
外
か
ら
国
内
に
生
産
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
評
価
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ド
で
も
、
新
た
な
国
内
投
資
に

よ
っ
て
、
五
七
五
〇
人
分
の
新
規
雇
用
を

創
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
交
渉
前
に
す

で
に
会
社
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
内
容

と
合
わ
せ
る
と
、
全
体
の
雇
用
創
出
規
模

は
一
万
二
〇
〇
〇
人
分
に
及
ぶ
。
ま
た
、

二
〇
一
五
年
ま
で
に
、
一
六
〇
億
㌦
を
か
け

て
新
車
生
産
や
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
に
取
り
組

む
こ
と
も
約
束
し
た
。

　

マ
ツ
ダ
と
の
合
弁
事
業
で「
マ
ツ
ダ
・
シ
ッ

ク
ス
」
を
生
産
し
て
い
た
ミ
シ
ガ
ン
州
フ

ラ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
工
場
で
は
、
マ
ツ
ダ
車
の
生

ミシガン州アーバンヒルズにあるクライスラー本社（筆者写す）
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産
の
終
了
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、五
・

五
億
㌦
を
か
け
、
現
在
メ
キ
シ
コ
の
み
で
生

産
し
て
い
る
「
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
新
モ
デ
ル

の
生
産
ラ
イ
ン
を
導
入
す
る
。

　

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
で
も
四
五
億
㌦
の
投
資
と

二
一
〇
〇
人
分
の
新
規
雇
用
が
約
束
さ
れ
た
。

◆
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
姿
勢
変
化
を
裏
付
け

　

Ｇ
Ｍ
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
経
営
破
た
ん
後
、

二
〇
一
〇
年
に
Ｕ
Ａ
Ｗ
会
長
に
就
任
し
た
際
、

キ
ン
グ
会
長
は
、
生
産
性
の
向
上
や
品
質
の

向
上
を
最
重
要
視
し
て
会
社
の
発
展
に
協
力

し
て
い
く
考
え
を
再
三
強
調
し
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の

旧
来
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と
に
腐
心
し

た
。
今
回
の
交
渉
で
は
、
生
産
車
の
品
質
や

会
社
利
益
の
向
上
と
組
合
員
に
対
す
る
成
果

配
分
が
強
く
結
び
つ
け
ら
れ
、
キ
ン
グ
会
長

の
言
行
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
形
と
な
っ
た
。

　

最
盛
期
に
一
五
〇
万
人
を
誇
っ
た
Ｕ
Ａ
Ｗ

の
組
合
員
数
は
近
年
、
米
国
労
働
省
ベ
ー
ス

の
数
値
で
は
三
五
万
人
台
に
ま
で
落
ち
込
ん

だ
。
Ｕ
Ａ
Ｗ
本
部
の
危
機
感
は
、
実
は
組
合

員
の
減
少
の
方
に
ウ
ェ
ー
ト
が
か
か
っ
て
い

る
。

　

デ
ト
ロ
イ
ト
・
ス
リ
ー
に
と
っ
て
、
今
や

ラ
イ
バ
ル
は
日
本
、
ド
イ
ツ
メ
ー
カ
ー
だ
け

で
な
く
、
韓
国
も
台
頭
し
、
熾
烈
な
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
に
終
わ
り
が
な
い
。
雇
用
を
増
や

す
に
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
・
ス
リ
ー
が
ま
ず
は

海
外
メ
ー
カ
ー
と
の
競
争
に
打
ち
勝
つ
必
要

が
あ
る
。
二
社
の
経
営
破
た
ん
は
ま
た
、
そ

れ
を
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
決
定
的
に
認
識

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

会
社
の
競
争
力
強
化
に
貢
献

す
る
こ
と
が
、
会
社
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
の
た
め
に

も
な
る
。
今
回
の
交
渉
で
導
き

だ
さ
れ
た
「
雇
用
重
視
と
ボ
ー

ナ
ス
で
の
成
果
配
分
」
と
い
う

結
論
は
、
今
回
限
り
で
は
な
く
、

米
国
自
動
車
労
使
の
今
後
の
成

果
配
分
方
法
を
決
定
づ
け
る
も

の
と
な
り
そ
う
だ
。

（
調
査
・
解
析
部
　
荒
川
創
太
）

※
筆
者
は
本
年
二
月
末
ま
で
約
二

年
間
、
在
デ
ト
ロ
イ
ト
日
本
国
総

領
事
館
の
専
門
調
査
員
と
し
て
同

地
に
駐
在
し
た
。
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